
一般会計  消防費  予算説明資料  

 

（  消  防  本  部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

消防団第22分団３・４・６班待機宿舎整備事業について 
小田原消防署 

消 防 課 
1 

 



（小田原消防署消防課 予算書 181頁） 
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消防団第 22 分団３・４・６班待機宿舎整備事業について 

 

１ 事業計画  

消防団の活動拠点である待機宿舎のうち、橘地域の第 22 分団３班、４班、

６班の待機宿舎については、築 40 年以上が経過した木造建築物であり、老

朽化による雨漏り等、不具合が発生していることから、３班を１つの待機宿

舎として集約し、再整備を行うものである。 

再整備場所は、３つの待機宿舎の受持区域内で、十分な敷地面積を有する

民有地とし、令和８年度から土地借上を開始し、測量調査及び地質調査を実

施するものである。 

 

２ 予算額  

7,170 千円 

内訳 土地借上料、測量及び地質調査 

 

３ 敷地概要 

(1) 建設地 小田原市小船 1266-２ 他３筆  敷地面積 338.7 ㎡ 

(2) 位置図 

←建 設 地 予 定

N 
↓第 22 分団４班

←第 22 分団６班
第 22 分団３班↓



（小田原消防署消防課 予算書 181頁） 
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４ 事業スケジュール（予定） 

令和８年  ５月 用地賃貸借契約 

 ７月 測量調査 

 ９月 地質調査 

令和９年度 建築設計 

令和 10～11年度 建設工事 

※令和 11 年 12 月完成 

 



一般会計  教育費  予算説明資料  

 

（  教  育  部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

教育行政法務アドバイザリー事業について 

教育指導課 

１ 

通話録音装置設置について ２ 

学校給食のあり方検討事業について 

保健給食課 

３ 

市立小学校給食費負担軽減事業について ４ 

市立中学校給食費負担軽減事業について ５ 

令和８年度(2026年度) 児童・生徒数等見込 

教育総務課 

６ 

小中学校児童・生徒数推移 ７ 

 

 

 



（教育指導課 予算書 183頁） 
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教育行政法務アドバイザリー事業について 

 

１ 事業概要 

学校現場で発生する日々のトラブルや法的問題について、教育行政を専門とする

弁護士に助言を仰ぐことにより、トラブル等の早期解決や予防を図り、教職員が 

教育活動に専念できる環境を整備する。 

  弁護士への相談は、メールやオンラインを中心に行う。 

 

２ 財 源 

市町村立学校働き方改革加速化補助金（県１/２） 

 

３ 県内他市町の導入状況 

   藤沢市、鎌倉市、茅ヶ崎市、平塚市、厚木市、大和市、海老名市、大磯町 

  （藤沢市、鎌倉市、厚木市については特定任期付職員を採用） 

 



（教育指導課 予算書 183頁） 
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通話録音装置設置について 
 

１ 事業概要 

教職員の働き方改革に資する取組として、電話内容を正確に把握し、迅速かつ適

切な対応を可能にするため、市内の全小中学校の電話に通話録音装置を導入する。 

 

２ 運用方法 

 (1) 外部からの電話に対して通話を録音する旨のアナウンスの後、通話録音が自動

で開始される。 

 (2) 学校からの発信の際は、音声案内はないが通話内容は録音される。 

 (3) 録音内容の保存期間は、通話録音装置に接続する記憶媒体の容量を超えるまで

は無期限で、容量を超えた場合は最も古い録音内容から順次消去される。 

 

３ 財 源 

  市町村立学校働き方改革加速化補助金（県１/２） 

 

 

   



（保健給食課 予算書 185頁） 
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学校給食のあり方検討事業について 

 

１ 事業概要 

「小田原市学校給食のあり方検討委員会」を設置し、学校給食の現状と課題、

特に、調理施設の老朽化のほか、「新しい学校づくり」に伴う学校再配置や学校施

設整備等の動向を踏まえ、給食の実施方式や調理施設整備の方向性等、今後の学

校給食全体のあり方について検討する。 

 

２ 委員構成（８名） 

 学識経験者３名 

小学校長代表１名 

中学校長代表１名 

児童及び生徒の保護者代表１名 

学校栄養職員２名 

 

３ 予算額 

  75 千円 

 内訳 報酬 55 千円 

     旅費 20 千円 

  

４ 開催予定 

  令和８年度 １回開催 

令和９年度 ３回程度開催を予定 

 

 



（保健給食課 予算書 185頁） 
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市立小学校給食費負担軽減事業について 

 

１ 事業概要 

学校給食法により学校給食材料費は保護者負担が原則であるが、令和８年度

（2026 年度）の市立小学校分については、物価高騰による１食単価の見直しを行

った上で、国が新たにスタートする学校給食費の抜本的な負担軽減による基準額

分の補てんに加え、基準額を超える給食材料費についても市が補てんすることで

給食費を無償化する。 

 

２ 補てん額 

  1 人当たり補てん額  64,768 円／年 

給食材料費 
１食単価 

給食材料費 年額 
（1 食単価×184 回） 

補てん額 
保護者負担額 

年額 基準額分 
月額／年額 

基準額差額分 
月額／年額 

352 円 64,768 円 
5,200 円／ 

57,200 円 

688 円／ 

7,568 円 
0 円 

 

３ 予算額 

  賄材料費 512,710 千円 

  内訳 基準額分 452,166 千円  

     基準額差額分（物価高騰分） 60,544 千円 

 

４ 財 源 

  市町村学校給食費軽減交付金（県）…基準額分 

  物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（国）…基準額差額分 

 



（保健給食課 予算書 185頁） 
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市立中学校給食費負担軽減事業について 

 

１ 事業概要 

学校給食法により学校給食材料費は保護者負担が原則であるが、令和８年度

（2026 年度）の市立中学校分については、物価高騰による１食単価の見直しを

行った上で、子育て支援策の一環として給食材料費の一部（令和７年度の給食

費保護者負担額に対する 1/3 相当分及び物価高騰による給食材料費の増加分）を

市が補てんすることで給食費の保護者負担軽減を図る。 

 

２ 補てん額 

  1 人当たり補てん額  41,386 円／年  
 

給食材料費 
１食単価 

給食材料費 年額 
（1 食単価×179 回） 

補てん額 年額 

保護者負担額 
月額／年額 

参考 
令和７年度 
保護者負担額 
月額／年額 

【1/3 相当分】 
令和７年度 

保護者負担額の 
1/3 相当減額 

【物価高騰分】 
令和７年度 

保護者負担額と
給食材料費差額 

434 円 77,686 円 18,700 円 22,686 円 
3,300 円／

36,300 円 

5,000 円／ 

55,000 円 

※中学校３年生は年間食数の関係で減額あり 

 

３ 予算額 

  賄材料費 170,574千円 

  内訳 1/3相当分  77,070千円  

     物価高騰分 93,504千円 

 

４ 財 源 

  物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（国） 

















一般会計  教育費  予算説明資料  

 

（  文  化  部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

小田原城天守調査事業について 

文化財課 

１ 

大堀切西堀復旧工事について ２ 

新堀法面復旧工事について ３ 

史跡小田原城跡用地取得事業（城内）について ４ 

史跡小田原城跡用地取得事業（城山）について ６ 

山車等修繕費補助金について ８ 

美術資料収蔵・保管事業について 生涯学習課 10 

 

 



（文化財課 予算書 193頁） 
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小田原城天守調査事業について 

 

１ 事業概要 

  将来的な小田原城天守閣の整備に備え、江戸時代の天守の姿について調

査研究を進めるため、天守閣の模型等を用いた調査及び現天守閣並びに天

守台の図面と各資料との比較検証を行う。 

 

２ 調査項目 

  次の調査を令和６年度から令和８年度までの３年間で順次実施してい

る。 

(1) 令和６年度 

ア 小田原城三重天守引図に描かれた構造技法調査 

イ 小田原城天守が描かれた城絵図等の調査 

ウ 東博模型の実測調査 

(2) 令和７年度 

ア 天守模型３基と小田原城三重天守引図（1/20）との比較検証 

(3) 令和８年度 

ア 現天守閣及び天守台の図面と各資料との比較検証 

イ 報告書原稿作成 
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大堀切西堀復旧工事について 

 

１ 目的・事業概要 

  令和４年台風第 14 号による大雨の影響で崩落した史跡小田原城跡小峯御

鐘ノ台大堀切西堀の斜面について、史跡の保護を図るため、令和７年度に作

成した実施設計に基づき復旧工事を行う。 

 

２ 財 源 

  国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金（国１/２） 

指定文化財保存修理等補助金（県１/６）       

市債                       

 

３ 位置図   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当該地 
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新堀法面復旧工事について 

 

１ 目的・事業概要 

  令和６年台風第 10 号による大雨の影響で崩落した史跡小田原城跡新堀法

面について、史跡の保護を図るため、令和７年度に作成した実施設計に基づ

き復旧工事を行う。 

 

２ 財 源 

  国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金（国１/２）  

指定文化財保存修理等補助金（県１/６）        

市債                                               

 

３ 位置図   

 

 

 

  

当該地 
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史跡小田原城跡用地取得事業（城内）について 

 

１ 目 的 

「史跡小田原城跡保存活用計画」において、土地所有者からの申出があっ

た場合には、早急に買取り等を行う方針を定めており、順次公有地化を進め

ている。 

当該地は、小田原城址公園北東側の住宅地である城内地区に位置し、公有

地化の申出があったため買上げる。 

 

２ 対 象 

(1) 地 番：城内 54 番 37・38 

(2) 地 目：宅地 

(3) 面 積：（実測面積）132.01 ㎡ （登記面積）132.01 ㎡ 

 

３ 財 源 

  国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金（国８/10） 

指定文化財保存修理等補助金（県１/10） 

市債  
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４ 位置図 

 

 

 

 

  

当該地 

小田原城址公園 
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史跡小田原城跡用地取得事業（城山）について 

 

１ 目 的 

「史跡小田原城跡保存活用計画」において、土地所有者からの申出があっ

た場合には、早急に買取り等を行う方針を定めており、順次公有地化を進め

ている。 

当該地は、史跡小田原城跡天神山尾根下新堀である城山地区に位置し、公

有地化の申出があったため買上げる。 

 

２ 対 象 

(1) 地 番：城山四丁目 250 番 10・28、1002 番 10、1004 番 7、1009 番 2 

(2) 地 目：宅地 

(3) 面 積：（実測面積）1385.72 ㎡ （登記面積）1422.49 ㎡ 

 

３ 財 源 

  国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金（国８/10） 

指定文化財保存修理等補助金（県１/10） 

市債 
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４ 位置図  

 

 

 

 

 

 

 

  

史跡小田原城跡 

新堀土塁 

 

当該地 
小田原短期大学 

小田原競輪場 



（文化財課 予算書 193頁） 
 

8 

山車等修繕費補助金について 

 

１ 目 的 

古くから地域に根差した祭礼文化の保存継承を支援するため、自治会や保

存会が所有する山車、神輿（寺社所有は除く）の修繕費用の一部を補助する。 

 

２ 事業概要 

(1) 山車、神輿本体の修繕費用の１／２を補助する（上限 500 千円）。 

(2) 複数応募があった際には、制作年や傷み具合等から優先順位を判断す

る。 

(3) 提灯等の消耗品は対象外とする。 

 

３ 予算額 

  負担金補助及び交付金 1,000 千円  

 

４ 把握している市内の山車・神輿の数 

山車 92 台、神輿 262 基（大人神輿 116 基・子供神輿 146 基） 

（令和２年度自治会アンケート結果より） 
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５ 他市の実施状況 

自治体名 補助対象 補助率 限度額 
令和７年度 

予算 

金沢市 
山車、山車小屋 

ほか 

新造 3/4 6,000 千円 
8,000 千円 

修繕 3/4 3,000 千円 

三島市 山車、山車小屋 
新造 1/3 5,000 千円 

1,440 千円 
修繕 1/2 500 千円 

上尾市 山車 修繕 1/2 1,500 千円 1,500 千円 

さいたま市 山車、神輿、用具 修繕 3/4 1,000 千円 11,208 千円 

高崎市 山車、神輿、用具 新造・修繕 2/3 1,000 千円 8,070 千円 

喜多方市 
保存継承に係る

備品 
新造・修繕 3/4 1,000 千円 5,050 千円 

岡山市 山車、神輿、用具 新造・修繕 1/2 500 千円 9,600 千円 

※各市の予算額は、前年度要望内容により増減あり。 
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美術資料収蔵・保管事業について 

１ 目 的 

郷土文化館所蔵の美術資料等を、旧交通安全協会建物２階に移し、保管を

行う。 

 

２ 事業概要 

旧交通安全協会建物２階の一部（床面積約 103 ㎡）に、横田七郎資料（彫

刻・版画等）532 点、小暮次郎資料（絵・フィルム等）650 点、旧市民会館

絵画 18 点の保管を行う。 

(1) 環境整備 

収蔵環境を整えるために、遮光カーテンや、収蔵棚の設置のほか、機械

警備の敷設や、防火対策等の安全措置を講じる。 

(2) 資料の搬入 

   資料の運搬と整理を行う。 

(3) 資料管理 

温湿度管理のもと、資料を保管する。 

 

３ 予算額 

2,048 千円 

内訳 需用費（光熱費等）、委託料（運搬費等）、備品購入費（機器購入） 

 

４ スケジュール 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

            

            

 

(２)資料の搬入 (３)資料管理 

(１)環境整備 

R8 R9 



競輪事業特別会計  予算説明資料  

 

（  公営事業部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

入場者数・車券発売金・一般会計繰出金の推移 事業課 １ 

 



（事業課　予算書　225頁）

入場者数・車券発売金・一般会計繰出金の推移

年度

平成 28 92,030 14,993,261 100,000

29 81,763 10,845,409 80,000

30 76,677 11,094,631 50,000

令和 元 63,918 12,430,415 50,000

２ 37,729 12,809,885 50,000

３ 31,804 17,482,153 100,000

４ 39,980 24,198,520 100,000

５ 37,956 32,256,791 150,000

６ 30,997 26,605,270 150,000

※車券発売金は千円未満切捨て

開設時(昭和24年度)から令和７年度末(見込)までの繰出金合計 89,147,809 千円

250,000

入場者数
　　　　　（人）

車券発売金
　　　　　　（千円）

一般会計繰出金
　　　　　　（千円）

38,000,000 330,00029,000

８(見込） 32,200,000

７(見込）

28,000

 1









国民健康保険事業特別会計 予算説明資料  

 

（  福祉健康部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

国民健康保険事業特別会計 被保険者数等の状況 保 険 課 １ 

 

 



（保険課　予算書 ― 頁）

35,305 人 △ 4.73% 33,718 人 △ 4.50% 31,800 人 △ 5.69%

25,089 世帯 △ 0.97% 24,230 世帯 △ 3.42% 23,100 世帯 △ 4.66%

127,639 円 4.43% 137,488 円 7.72% 146,500 円 6.55%

－ － － － 3,444 円 －

52,684 円 22.03% 49,560 円 △ 5.93% 50,314 円 1.52%

歳
出
（

一
人
当
た
り
）

362,125 円 2.55% 397,047 円 9.64% 407,701 円 2.68%

の対象費用（児童手当、妊婦支援給付金、出生後休業支援給付金、育児時短就業給付金、子ども誰でも

通園制度、国民年金第1号被保険者の育児期間中保険料免除）に充てられる。

＊令和６・７年度の被保険者数、世帯数、平均保険料は当初賦課（６月）の数値。一般会計繰入金、保険給付

費の令和６年度は決算、令和７年度は当初予算の数値。

＊数値の右側は対前年度との比較を示す。

＊平均保険料のうち、子ども・子育て支援納付金分は、令和８年度から開始する、子ども・子育て支援金制度

※総額　１６億円

保 険 給 付 費

そ
の
他

診療報酬改定率
△0.12％ 1.54%

本体部分　0.88％
薬価・材料価格　△1.00％

本体部分　2.41％
薬価・材料価格　△0.87％

歳
入
（

一
人
当
た
り
）

平 均 保 険 料
（ 医 療 ・ 支 援
・ 介 護 分 ）

平 均 保 険 料
（子ども・子育て支援
納 付 金 分 ）

一般会計繰入金
※総額　１８．６億円 ※総額　１６．９億円

被
保
険
者
数
等

被 保 険 者 数

世 帯 数

国民健康保険事業特別会計　被保険者数等の状況

令和６年度 令和７年度
令和８年度

当初予算（案）
年 度

区 分

1
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広域消防事業特別会計各市町負担額一覧 消防総務課 １ 

 



（消防総務課 予算書 373頁） 

1 

（単位：千円） 

広域消防事業特別会計 各市町負担額一覧 

１ ２市５町の負担額                     （単位：千円） 

市町名 

令和８年度 

当初予算における

負担額 

令和７年度 

当初予算における 

負担額 

負担額の増減 起債額 

小田原市 2,736,171 2,595,211 140,960 735,723 

南足柄市 678,048 645,434 32,614 149,485 

中井町 154,028 145,474 8,555 33,958 

大井町 297,825 282,090 15,734 65,659 

松田町 180,238 170,173 10,065 39,736 

山北町 159,594 153,309 6,285 35,185 

開成町 325,470 306,960 18,510 71,754 

合計 4,531,374 4,298,651 232,723 1,131,500 

 

２ 負担額増減の主な要因 

※「歳出の増減額」は事業費ベースの比較 

 

事業名 主な内容 歳出の増減額 

うち本市 

負担増減額 

(起債除く) 

給料、職員手当、共済費 給与改定による増、退職手当の増 202,427 121,092 

救急隊員養成・医療連携事業 救急ワークステーション整備事業の減 ▲ 4,487 ▲ 1,206 

消防施設維持管理事業 南町分署空調改修工事費等の減 ▲ 18,715 ▲ 4,588 

消防庁舎再整備事業 山北出張所外構等新築工事費の減 ▲ 73,197 559 

情報通信施設整備事業 消防情報指令システム部分更新事業の増 352,581 3,549 

消防救急車両・装備等整備事業 車両更新費の増 333,334 4,157 

公債費等 元利償還金の増 26,057 17,397 








